
 

 

統一感に注目した模様替えサポートシステムの提案 
 

細川 真利伽†   植竹 朋文† 
†専修大学 経営学部 

 

【1．研究動機】 

自分の部屋やオフィスを快適にするためによく模

様替えが行われる。しかし、どのような模様替えを

すれば効果的なのか判断することは難しく、効果的

な模様替えを行うことは難しい問題である。 

 

【2．研究対象・研究目的】 
今回は自分の部屋の模様替えをする人を対象に、

個人に合った部屋作りを手助けするシステムを構築

することを本研究の目的とする。 

 

【3．現状分析】 
模様替えとは、室内の装飾や家具の配置等を変え

ることをさし、通常以下のプロセスをとる。 

 

① 目標とするイメージを決める 

② 採寸する 

③ 置くものを決める（家具を捨て➡家具を買う） 

④ レイアウトを決め、配置する 

 

良い模様替えをするには①にあたる部分をしっか

り決めることが重要である。そこで、理想の部屋の

条件を明らかにするために調査を行った。マイボス

コム株式会社が集計した先行アンケート調査による

と、模様替えをする時、理想の部屋には何を重視し

ますか？という質問に対して、（※インテリアのこだ

わりのある層では）部屋全体のテイストに統一感が

あることが１位という結果だった。また、インテリ

アコーディネーター稲村信子氏によると、心地よい

部屋作りのポイントは以下の 2点である。 

 

・ 整理整頓 

・ 統一感がある 

 

調査で判明した、共通点である統一感に注目し、

統一感のある部屋の条件を明らかにするために調査

を行った。a.flat、Interior-Supple、excite.ニュ

ース、まちかどんどん調査隊という４つのインテリ

アアドバイスのサイトを比較したところ、統一感の

ある部屋を作るためには色と素材が重要であり、イ

ン テ リ ア ・ サ プ リ （ http://simplemodern-

interior.jp/）によると以下の組合せが統一感を生

むことが明らかになった。 
 

 
 

Proposal of room makeovers support system focusing on unity 
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・ 類似色・反対色・同じ色相で異なるトーン 

・ 異なる色相で同じトーン 

 

また、素材についてもそれぞれ相性の良いものと

合わせにくいものがあり、その組み合わせが重要で

あることが明らかになった。 

次に統一感を図れるかという観点から、模様替え

を支援する代表的なシステムの分析を行った。 

 
表 1 模様替え支援アプリの分析 

 統一感の確認 家具と部屋の相性 

magicplan × × 

ニトリ × × 

RoomCoAR × 〇 
『magicplan』, Sensopia Inc. 

『ニトリ公式通販サイト』, https://www.nitori-net.jp/store/ja/ec 

『RoomCoAR』, Living Style, Inc. 
 

 

Magicplan 

写真を撮るだけで部屋の間取り図を書くことが出来

るアプリ 

ニトリ公式通販サイト 

家具を探したり買ったりすることが出来るサイト 

RoomCo.AR 

AR という拡張現実技術を使い、スマートフォンホの

カメラに映し出された空間に 3D データの家具を、実

物大で配置できるアプリ 

 

分析の結果、既存システムでは、統一感のある模

様替えを十分に支援できないことが明らかになった。 

 

現状分析のまとめ 
・ 模様替えの際には「統一感」が重要 

・ 統一感を出すには色と素材という要素が重要であ

り、二つを上手く組み合わせることで部屋に統一感

を出せる 

・ 既存システムでは、統一感のある模様替えを十分

に支援できない 

 

【4．システム提案】 
理想の部屋を統一感のある空間と定義し、模様替

えの際に部屋を把握しイメージを決める部分をサポ

ートするシステムを提案する。 

 

※「統一感」のある空間  
→類似色・反対色・同じ色相で異なるトーン・違う

色相で同じトーンの４つの統一感に分類される。 
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【5．システム概要】 
システム概要を図 1に示す。 

 

家具 DB▽ 

家具購入時に、家具の種類・色・素材を入力する 

 

① 統一感の計算 

ユーザが指定した「お気に入りの家具」をベースに、

色・素材の相性度を以下に示す式で点数化し、４つ

の統一感を抽出する。 

 

家具の相性度＝色彩得点（0～10）× 

素材の相性率（0.1～1） 

 

② 変えるべき家具の指摘機能 

選択された統一感のもと、家具 DB を基に家具の

相性度の値を計算し、変えるべき家具を抽出しグラ

フで表示する。 

 

③ おすすめの家具推薦機能 

選択された統一感のもと、②で選択された家具を

「お気に入りの家具」の色と素材の相性が良い、色と

素材をもとにECサイトでの家具の検索を支援する提

案する。 

 

【6．効果検証】 
本システムの有効性を検証する為に、試作システ

ムを作成し、20～50 代の男女 15 人を対象に、評価

実験を行った。ここでは、3 つのモデルルームを例

に、実際に使用してもらい以下の 3 点について効果

検証を行った。 

 

表 2 効果検証の結果（５段階評価） 

 
 

検証の結果（表 2）、本システムの有効性は高いが、

個人の好みに応じた機能が必要であることも明らか

になった。 

 

【7．結論】 
本システムを利用することで、色と素材に注目し

統一感を作り、部屋を把握しイメージを決めること

が出来ることから、個人に合った部屋作りを手助け

することが出来ると考えられる。 

 

【8．今後の課題】 
 今後の課題としては、以下の点があげられる。 

 

・ 個人の趣味に合わせた家具の手案 

・ 使用範囲の拡大（オフィスにも対応） 

・ 家具データ入力機能の自動化 
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図 1 提案するシステムの概要 
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